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令和４年度
公益財団法人宮崎県国際交流協会事業実績報告書

本協会の事業計画に基づき、県民の参加による国際交流の推進、国際交流に関する

情報の提供、外国人住民の支援及び国際化推進のための事業等を次のとおり実施した。

１ 交 流 推 進 事 業

① 国際交流サロン

カリーノ宮崎の会議室等を活用して、県民と外国人が気軽に交流できる場を提供

した。

＜国際ふれあいチャット＞

県民と外国人が外国語で歓談する交流会を開催した。

場所：カリーノ宮崎地下１階

英語（初級）

前期 6/4 ～ 8/27 （隔週土曜） 全6回、延べ 25名参加

※オンラインで実施。

後期 10/ 1 ～ 12/10（隔週土曜） 全6回、延べ 26名参加

英語（中・上級）

前期 6/11 ～ 8/20（隔週土曜） 全6回、延べ 37名参加

※オンラインで実施。

後期 10/ 8 ～ 12/17（隔週土曜） 全6回、延べ 24名参加

※オンラインで実施。

韓国語

前期 7/ 7 ～ 9/29 （隔週木曜） 全6回、延べ 25名参加

後期 12/ 1 ～ 2/16 （隔週木曜） 全6回、延べ 23名参加

中国語

前期 7/16 ～ 9/20（火曜） 全6回、延べ 11名参加

後期 11/15 ～ 12/20（火曜） 全6回、延べ 21名参加

＜日本伝統文化体験講座（外国人向け講座）＞

「生け花」 開催日：10/22（土）9名参加

場 所：宮崎県総合博物館民家園

「お雑煮づくり」 開催日：12/10（土）13名参加

場 所：日南市生涯学習センター
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② 国際交流ボランティア養成・運営

通訳、ホストファミリー、日本語ボランティア、外国人災害サポートボランティ

アの４つの分野でボランティア登録を行い、ボランティア登録者の活動を促進する

とともに、資質向上のための研修会等を開催した。

③ 国際交流展示

外国人住民が作成した絵画や写真等の展示や、外国人住民と日本人住民が交流す

るイベントを行った。

（来場者数 1,770名）

＜「外国人が見た宮崎」作品展＞

開催日：11/15（火）～11/27（日）

場 所：宮交シティ2階 ガリバー広場

内 容：本県に住む外国人の方々が感じた宮崎の印象・想いを絵画・写真・書

道などで表現した作品を集めた展示会を開催した。

（作品数：69点、13カ国地域）

＜世界とトモダチ みやざき国際フェスタ＞

開催日：11/27（日）

場 所：宮交シティ3階 紫陽花ホール

内 容：（１）展示（ブース）

①世界の国ブース（8カ国）

②宮崎ブラジル親善協会、宮崎市協会、清武町協会、

宮崎県ユニセフ協会、宮崎県ベトナム人協会ブース

③日本伝統文化体験ブース（鎧兜試着体験）

④ＮＨＫ国際部ブース

⑤アフリカ楽器とマトリョーシカブース

（２）ステージイベント

①ベトナム舞踊

②エレキギター演奏

③ダンス

④ピアノ演奏

⑤二胡の演奏

⑥ブラジル柔術

⑦歌
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２ 情 報 提 供 事 業

① インターネット・広報紙等による情報提供

情報誌「国際プラザニュース」発行 毎月（3,500部／１回）

（日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語）

協会誌「South Wind」発行 年２回（2,700部／１回）

協会ホームページによる情報提供等

協会ホームページへのアクセス件数（23,575件）

外国語による生活情報提供

「Living in Miyazaki（宮崎の暮らし）」を英語で宮崎日日新聞に月１回、

季節ごとに身近な話題をとりあげて掲載。

（例）風水害の備え、熱中症、お正月 など

② 国際プラザ運営事業

国際プラザにおいて、県民ボランティアを活用しながら、外国人や県民に各種生

活情報の提供、専門機関の紹介、図書の貸出等を行った。

《令和４年度国際交流協会利用者実績》

12,912人 （うち外国人 3,222人）

《国際プラザ利用者数》

5,484人 （うち外国人 1,990人）

《図書貸し出し数》

508件 （うち外国人 75件）

《相談件数》

384件 （うち外国人 64件）
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３ 外 国 人 住 民 支 援 事 業

① 多文化共生社会推進事業

＜自治体職員向け外国人支援のための防災講座・意見交換会＞

県内の自治体職員等を対象に、行政に求められる外国人のための防災や災害時に

おける外国人支援等に関する講座を開催した。

開催日：11/9（水） 22名参加

場 所：オンラインで開催

＜外国人住民のための防災セミナー＞

外国人留学生等を対象に、日本における防災に関する知識と災害時の対応につい

て学ぶセミナーを開催した。

ア：宮崎市 （市中央公民館）

開催日：9/17（土） 6名（外国人5名）

イ：延岡市 （延岡市役所）

開催日：1/29（土） 3名（外国人3名）

＜外国人災害サポートボランティア養成講座＞

災害時の外国人支援について、ボランティアに求められる知識や心がまえ、やさ

しい日本語の活用について学ぶ講座を実施した。

ア：都城市 （市総合文化ホール）

開催日：9/10（土） 13名（外国人3名）

イ：宮崎市 （市中央公民館）

開催日：9/17（土） 6名（外国人3名）

＜外国人災害サポートボランティアフォローアップ講座＞

外国人災害サポートボランティア養成講座の受講者を対象に、継続した人材の育

成・確保を図るため講座を実施した。

宮崎市 （市中央公民館）

開催日：2/25（土） 16名（外国人4名）

＜宮崎県災害時多言語支援センターにおける机上訓練の実施＞

災害時における業務手順を確認・共有し、課題を抽出するため、災害状況を

想定して机上で対応する形式の訓練を実施した。

開催場所：県庁オールみやざき営業課 会議室

日 時：令和４年７月13日（水）14:00～15:00

参加人数：４名
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② 外国人住民等相談窓口運営事業

＜みやざき外国人サポートセンターの運営＞

外国人住民等からの生活・就労等に関する相談を対面又は電話、メール等で受け

付け、適切な情報提供及び関係機関への取次ぎを行った。

受付時間：火曜日～土曜日 午前10：00～午後7：00

相談件数：430件

相談員：２名

多言語への対応：翻訳機や多言語コールセンターを活用し、日本語のほか２

１言語に対応

＜出張相談会＞

外国人住民等に対する出張相談会を開催し、窓口への来所が難しい外国人住民等

に対面での相談対応を行った。

日時：6/17～2/16（計7回）

場所：宮崎市、都城市、延岡市、日向市

相談件数：計12件

＜外国人住民法律・生活相談事業＞

・外国人住民の相談に母国語で応対できる相談員を配置

６カ国語で対応。

（英語、中国語、韓国・朝鮮語、ポルトガル語、タガログ語、ベトナム語）

相談件数：34件

・法律生活相談の募集（弁護士・行政書士による相談対応）

相談件数： 1件

＜関係機関との連携＞

相談事例の収集・共有・蓄積を目的として、宮崎大学国際連携センターへ相談員

の派遣を行った。

日時：4/ 6～ 7/6（毎週水曜日 計11回）

相談：29件

＜外国人住民等への情報提供＞

冊子の作成やホームページ・フェイスブック等を活用し、外国人住民等へ生活関

連情報等の提供を行った。

ア 「防災・防犯メール」チラシ作成 6,400枚

（英語 1,400枚 中国語（簡体語）1,200枚 中国語（繁体語）1,200枚

韓国語 1,200枚 ベトナム語 1,400枚）

イ サポートセンターカードの増刷 1,000枚

ウ 医療ハンドブック（ベトナム語版）の増刷 1,000枚
エ インターネットを活用した情報発信

ホームページやフェイスブック・インスタグラム上で、生活関連情報等の提

供を行った。



- 7 -

＜関係機関を交えた連絡会議＞

国、県、市町村及び関係機関の窓口と、外国人住民支援に関する連携体制の構築

を目的とし、会議を実施した。

（第１回）日 時：9/21（水）

場 所：カリーノ宮崎地下１階 会議室

出席者：12名

（第２回）日 時：3/8（水）

場 所：カリーノ宮崎地下１階 会議室

出席者：10名
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③ 地域日本語教育体制整備事業

ⅰ 日本語教育体制の構築

＜総括コーディネーターの配置＞

本事業の総括を行うコーディネーターを配置した。

（公財）宮崎県国際交流協会 神 祐子

＜地域日本語教育コーディネーターの配置＞

地域や外国人の実態・特性を把握し、ニーズに応じた日本語教育プログラム

の企画・調整を行う地域日本語教育コーディネーターを県内４地域（県北・県

央・県南・県西）にそれぞれ配置した。配置状況は次のとおり。

県北：原田 真理

県央：清水 志穂

県西：荒井 圭美

外国人住民が多い市町村を地域日本語教育コーディネーターが訪問し詳細な

意見等を聴取するとともに、日本語教室実施に向けた協力依頼、地域別意見交

換会への参加要請等を行った。

＜有識者＞

当事業への助言等を行う有識者として、次の６名に委嘱。

伊藤 健一 （宮崎大学国際連携センター 准教授）

髙栁 香代 （多文化共生ネット・九州 主宰）

山中 鉄斎 （宮崎情報ビジネス医療専門学校国際部 部長）

大庭 みづほ（日本語教師）

日高 光子 （日本語教師）

田中 利砂子（南九州短期大学国際教養学科 講師）

＜総合調整会議の開催＞

地域や外国人の実態・特性を踏まえた日本語教育の推進施策について協議

を行う場として宮崎県、各市町村、有識者、総括コーディネーター、地域日

本語教育コーディネーター、宮崎県国際交流協会で構成される会議を実施。

事業の目的や進捗状況の説明のほか、今後の事業展開に関する意見交換等を

行った。

【第１回】

日 程：6/ 2（木）

場 所：オンラインで開催

出席者：38名

【第２回】

日 程：3/ 7（火）

場 所：オンラインで開催

出席者：35名
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＜地域別意見交換会の開催＞

地域における外国人の実態・特性や日本語教育のニーズの把握や当事業への

市町村からの要望等の聞き取り、今後の当事業実施への理解・協力の要請等を

目的に、県内４地域で意見交換会を実施した。出席者は市町村担当者、有識者、

総括コーディネーター、地域日本語教育コーディネーター（地域ごとにそれぞ

れの担当者）、宮崎県国際交流協会。実施状況は次のとおり。

【第１回】

県北：7/20（水）

出席者9名

県央：7/19（火）

出席者11名

県南：8/3（水）

出席者10名

県西：7/13（水）

出席者15名

※各地域オンラインで開催

【第２回】

県北：12/6（火）

出席者5名

県央：12/2（金）

出席者8名

県南：12/1（木）

出席者6名

県西：12/2（金）

出席者7名

※各地域オンラインで開催

【第３回】

県北：1/11（水）

出席者9名

県央：1/17（火）

出席者16名

県南：1/11（水）

出席者9名

県西：1/12（木）

出席者12名

※各地域オンラインで開催
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＜事業推進意見交換会の開催＞

事業の進捗状況の報告、課題の整理や今後の取り組みについて意見交換を実

施した。出席者は、宮崎県、有識者、総括コーディネーター、地域日本語教育

コーディネーター、宮崎県国際交流協会。実施状況は次のとおり。

【第１回】

日 程：9/ 29（木）

場 所：オンラインで開催

出席者：14名

【第２回】

日 程：1/ 26（木）

場 所：ハイブリッド開催（県庁5号館521号室及びZOOM使用）

出席者：14名

＜有識者会議の開催＞

有識者で構成する会議を開催し、事業の進捗状況や各地域での取り組み、県

としての方向性等を踏まえ、今後の地域日本語教育体制の整備・充実に向けた

提言について協議を実施した。出席者は、宮崎県、有識者、総括コーディネー

ター、宮崎県国際交流協会。実施状況は次のとおり。

【第１回】

日 程：9/ 29（木）

場 所：オンラインで開催

出席者：9名

【第２回】

日 程： 2/ 2（木）

場 所：オンラインで開催

出席者：9名

＜日本語教育・多文化共生入門セミナーの開催＞

地域における日本語教育について機運醸成のために、市町村職員や一般県民

を対象としたセミナーを実施した。

ア 県民・企業等向け

【第１回（企業向け）】

日 程：8/10（水）

場 所：オンラインで開催

内 容：「やさしい日本語」

講 師：内田 夕輝 氏（公益財団法人浜松国際交流協会 主幹）

参加者：17名
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【第２回（自治体職員向け）】

日 程：10/7（金）

場 所：オンラインで開催

内 容：「外国人への情報発信～わかりやすいチラシづくりとSNSでの情報

発信～」

講 師：戸嶋 浩子 氏・清水 果苗 氏（ひらがなネット株式会社）

参加者：７名

【第３回（一般県民向け）】

日 程：12/10（土）

場 所：オンラインで開催

内 容：「あなたにもできる！日本語サポート」

講 師：早瀬 郁子 氏（宮崎国際大学）

参加者：43名

イ 市町村職員向け

【第１回（新富町職員向け）】

日 程：12/21（水）

場 所：新富町役場 大会議室

内 容：「やさしい日本語」

講 師：髙栁 香代氏（多文化designコンパス 代表）

参加者：32名

【第２回（延岡市職員向け）】

日 程：1/24（火）

場 所：延岡市役所 災害対策本部室

内 容：「やさしい日本語」

講 師：内山 夕輝氏（公益財団法人浜松国際交流協会 主幹）

参加者：13名

【第３回（宮崎市職員向け）】

日 程：1/25（水）

場 所：宮崎市教育情報研修センター 大研修室

内 容：「やさしい日本語」

講 師：内山 夕輝氏（公益財団法人浜松国際交流協会 主幹）

参加者：20名

【第４回（都城市職員向け）】

日 程：2/22（水）

場 所：都城市中央公民館 大会議室

内 容：「やさしい日本語」

講 師：髙栁 香代氏（多文化designコンパス 代表）

参加者：102名
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＜「ひなたにほんごナビ」の開設＞

宮崎県（県国際交流協会を含む）や市町村の日本語教育に関する取組を多言

語で紹介するポータルサイトを開設し、外国人住民や日本人住民等への周知を

図った。

開設日：12/27（火）

ＵＲＬ：https://hinatanihongo.mif.or.jp/

＜日本語教育先進地の活動の聴取＞

今後の日本語教育体制づくりの参考とするため、宮崎県、総括コーディネー

ター、地域日本語教育コーディネーター、宮崎県国際交流協会職員で、広島県

で取り組まれている事業や活動内容について聴取し、意見交換を行った。

日 程：1/19（木） オンラインで実施

出席者：10名（広島県2名、宮崎県8名）

ⅱ 日本語教育の実施

＜日本語講座の開催＞

外国人のニーズを踏まえ時間帯を設定したうえで、習熟度にあわせた日本

語講座を開催した。

ア 対面（テキストを使用した講座形式で実施）

○カリーノ宮崎地下１階

初級１（前期・午後）： 5/10～8/4 全25回 学習者３名 延べ 50名

初級１（後期・午前）：10/4～1/17 全25回 学習者３名 延べ 58名

初級２（前期・午前）：5/10～8/4 全25回 学習者５名 延べ 94名

初級２（後期・午後）：10/4～1/12 全25回 学習者６名 延べ105名

初級３（後期・夕方）：10/4～1/17 全25回 学習者５名 延べ 61名

○宮崎大学

初級 （通年・夕方）：6/1～11/30 全30回 学習者18名 延べ204名

初中級（通年・夕方）：6/1～1/11 全30回 学習者14名 延べ 92名

イ オンライン（それぞれ下記回数のほかオリエンテーションを１回実施）

初級１（前期・午前）：5/11～ 8/10 全25回 学習者２名 延べ31名

初級１（後期・午後）：10/6～1/19 全25回 学習者７名 延べ67名

初級２（前期・午前）:5/12～8/4 全25回 学習者３名 延べ51名

初級２（後期・午前）：10/7～1/20 全25回 学習者６名 延べ111名

初級３（前期・午後）：5/12～8/8 全25回 学習者１名 延べ25名

初中級（前期・夜間）：6/13～10/3 全15回 学習者５名 延べ51名

初中級（後期・夜間）：10/24～2/13 全15回 学習者８名 延べ88名
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＜地域日本語教室の開催＞

地域コーディネーターが各地域の実情を把握した上で、平日あるいは週末、

昼間あるいは夜間など時間帯の設定、習熟度に合わせたカリキュラムの作成

を行い、地域や外国人のニーズを踏まえた日本語教室を開催した。

ア 県北地区

日 程：①6/26（日） ②9/10（土） ③12/11（日）

場 所：①日向市立美々津中学校 ②日向市中央公民館

③日向市男女共同参画社会づくり推進ルーム「さんぴあ」

参加者：①26名（外国人12名 日本人14名） ②8名（外国人6名 日本

人2名） ③4名（外国人1名 日本人3名）

内 容：①防災 ②ゴミの分別 ③公共交通機関の乗り方

イ 県央地区

日 時：①11/13（日） ②12/18（日） ③1/22（日） ④2/26（日）

※8/28は中止

場 所：①～④新富町総合交流センター「きらり」

参加者：①16名（外国人8名 日本人8名） ②16名（外国人5名 日本

人11名） ③10名（外国人2名 日本人8名） ④23名（外国人

16名 日本人7名））

内 容：①新富町のオススメの場所・防災 ②ゴミの分別・年賀状作成

③町営公共交通機関の乗り方 ④食に関する日本語（料理体験）

ウ 県南地区

日 程：①7/31（日） ②10/30（日） ③11/20（日） ④12/18（日）

⑤1/15（日） ⑥2/26（日） ※8/28、9/18は中止

場 所：①～⑤日南市創客創人センター ⑥日南市小村寿太郎記念館

参加者：①6名（外国人3名 日本人3名） ②20名（外国人10名 日本

人10名） ③5名（外国人1名 日本人4名） ④15名（外国人

10名 日本人5名） ⑤19名（外国人15名 日本人4名）

⑥20名（外国人9名 日本人11名）

内 容：①日南のオススメ ②書道 ③防災 ④クリスマス・お正月

⑤行きたい場所 ⑥飫肥散策

エ 県西地区

【三股にほんご教室】

日 程：①9/25（日） ②11/6（日）※8/21は中止

場 所：①・②三股町中央公民館

参加者：①13名（外国人8名 日本人5名）

②19名（外国人9名 日本人10名）

内 容：①三股町ってどんな町？ ②ごみ出し・分別等
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【三股にほんごではなそう】

日 程：①1/6（金） ②1/13（金） ③1/20（金） ④1/27(金)

⑤2/3（金） ⑥2/10（金） ⑦2/17（金） ⑧2/24（金）

場 所：①～⑧オンライン

参加者：①～⑧24名（外国人18名 日本人6名）

内 容：①～⑧生活に関する日本語

【三股せいかつの日本語】

日 程：①1/8（日） ②1/15（日） ③1/22（日） ④1/29（日)

⑤2/5（日） ⑥2/12（日） ⑦2/19（日） ⑧2/26（日）

場 所：①～⑧三股町多目的室

参加者：①～⑧32名（外国人22名 日本人10名）

内 容：①～⑧生活に関する日本語

＜日本語れんしゅう会の開催＞

県内で生活する外国人を対象とし、日本語ボランティアが各参加者（外国人

住民）の日本語のレベルや希望する学習内容に応じ、マンツーマン方式での日

本語の指導を行う。

開催場所：宮崎市 カリーノ宮崎地下１階会議室

開催日時：毎週水・金（10:30～11:30）

開催実績：113回・53名（学習者37名 日本語ボランティア16名）延べ911名

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため休止期間（8/17～8/31）

＜オンライン学習の周知・啓発＞

本事業による日本語教室等以外でも外国人住民が自ら学習できるよう、文化

庁のオンライン教材「つながる ひろがる にほんごでのくらし」について、

日本語教室におけるリーフレットの配布や動画の視聴、協会ホームページ上で

の広報等により周知・啓発を行った。

＜日本語スピーチコンテストの開催＞

県内で生活する外国人（留学生を含む。）が日本語学習の成果を確認すると

ともに、それを聞く全ての人たちに新たな視点を与え、違いを知る好機として

相互理解を図ることを目的に、日本語のスピーチコンテストを開催した。

開催日時：2/12（日）

開催場所：宮崎県庁５号館521

発 表 者：学生の部５名 一般の部６名 計11名
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ⅲ 日本語教育人材の育成

＜地域日本語教育コーディネーター研修＞

地域日本語教育コーディネーターに対して、有識者による助言等を踏まえ、

市町村や企業との連携や日本語教室の充実等につながる研修を実施。

【第１回】

日 程：6/21（火）

内 容：地域日本語教育コーディネーターの役割（行政との協働）

講 師：菊池 哲佳氏((一社)多文化社会専門職機構 理事兼事務局長)

参加者：15名（地域ＣＯ４名 市町村等職員11名）

【第２回】

日 程：8/26（金）

内 容：協働力の向上（地域づくり（ネットワーク化））

講 師：矢冨 明憲氏((公財)佐賀県国際交流協会 企画交流課長)

参加者：15名（地域ＣＯ４名 市町村等職員11名）

【第３回】

日 程：12/1（木）

内 容：学習支援者との協働（学習支援者の活動活性化）

講 師：萬浪 絵理氏((公財)千葉市国際交流協会 日本語教育CO)

参加者：11名（地域ＣＯ３名 市町村等職員８名）

【第４回】

日 程：2/21（火）

内 容：地域課題に対する次年度計画立案及びプレゼン力について

講 師：伊藤 健一氏 （宮崎大学 国際連携センター 准教授 ）、

髙栁 香代氏（多文化designコンパス 代表）

参加者：６名（地域ＣＯ４名 市町村等職員２名）

※各回オンラインで実施。

＜日本語学習支援者養成講座＞

本県に在住する日本語学習支援を行う人材の育成とスキルアップを図るた

め、講座を県内４地域と全県対象としてオンラインで実施。

【基礎編】

・オンライン

開催日：6/11～7/23（全７回）受講者26名 延べ142名参加

・新富町

開催日：9/3～10/29（全５回）受講者８名 延べ 38名参加

場 所：新富町総合交流センター「きらり」 講義室

【スキルアップ編】

・日南市

開催日：7/16～8/6（全５回）受講者4名 延べ11名参加

場 所：日南市生涯学習センター まなびピア

7/31のみ創客創人センター交流スペース
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・三股町

開催日：10/22～11/12（全５回）受講者７名 延べ34名参加

場 所：三股町物産館よかもんやコミュニティー室（第１～３回）

三股町中央公民館（第４回）

三股町役場第１会議室（第５回）

・延岡市

開催日：11/26～12/17（全５回）受講者４名 延べ15名参加

場 所：延岡市社会教育センター研修室３（第１回）

延岡市中小企業振興センター 研修室２（第２・３・５回）

日向市男女共同参画社会づくり推進ルーム「さんぴあ」（第４回）

・オンライン

開催日：1/7～2/25（全７回）受講者20名 延べ128名参加
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４ 国 際 化 推 進 事 業

① 国際化推進助成事業

国際交流団体の支援（補助団体 3団体、300千円）

・海外交流協会、小林市民に元気をもらおう会、

宮崎県シンガポール親善協会 各100千円

② 国際理解・開発教育支援事業

＜県民向け国際理解講座＞

県民の国際化を図るため、本県のホストタウン登録国や県民にまだあまり知られ

ていない国への理解及び交流を促進するため、その国の生活・文化等を紹介する国

際理解講座を実施した。

ア 中国編「福建省をめぐる旅」

開催場所：カリーノ地下１階 会議室

日 時：7/9（土）

参加人数：14名（うち外国人２名）

イ フィリピン編「Philippines at a Glance フィリピンをさっと見てみよう」

開催場所：宮崎市中央公民館２回 中研修室

日 時：7/31（日）

参加人数：13名（うち外国人１名）

ウ 韓国編「へジョンと一緒に知ってみよう！韓国」

開催場所：カリーノ地下１階 会議室

日 時：8/20（土）

参加人数：11名（うち外国人１名）

エ ブータン編「Bhutan-Land of the Thunder Dragon」

開催場所：宮崎大学創立330年記念交流会館 コンベンションホール

日 時：8/27（土）

参加人数：28名（うち外国人３名）

オ 台湾編「魅惑的な台湾」

開催場所：宮崎市中央公民館２階 中研修室

日 時：10/29（土）

参加人数：22名

カ ドイツ編「ドイツの観光地～ラースとドイツひとめぐり～」

開催場所：都城市総合文化ホール

日 時：12/3（土）

参加人数：17名

キ ウズベキスタン編「知られざる親日国ウズベキスタン」

開催場所：オンライン

日 時：1/21（土）

参加人数：21名
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ク アメリカ編「おはよう、オハイオ！」

開催場所：日向市文化交流センター３階 会議室

日 時：2/11（土）

参加人数：21名

＜市町村向け講座＞

国際交流団体・市町村職員等を対象に、マイクロアグレッションに関する講座を

実施した。

開催場所：オンライン

日 時：11/30（水）

参加人数：27名

＜多文化共生アドバイザー派遣＞

地域で開催する多文化共生社会づくり、異文化理解等を目的とした学習会に多文

化共生アドバイザーを派遣した。

派遣数：14件

派遣先：幼稚園3件、小学校2件、中学校1件、高校5件、その他3件

（講座参加者数：計903件）

＜国際理解教育（講座）支援＞

・ワールドボックスの貸し出し（10件）

・国旗の貸し出し（7件）

５ そ の 他

公益財団法人宮崎県国際交流協会の管理運営

・県委託事業管理

・宮崎ブラジル親善協会委託事業管理

・協会管理


